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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

8月24日（金曜日）、25日（土曜日）の2日間で、今年で16回目となる2018FISサ
マーGPジャンプ白馬大会が開催されました。
台風の接近が危ぶまれる中での大会となりましたが、小林陵侑選手が素晴らしいジャ
ンプを披露し2戦連続の優勝を飾り、会場からは盛大な歓声があがりました。
また、同時開催されたNBS杯女子白馬サマージャンプ大会（ラージヒル）においては、
伊藤有希選手が素晴らしいジャンプを披露し、優勝を飾り大会５連覇を果たしました。
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下
川
村
政
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト　
～
さ
ら
な
る
前
進　
白
馬
を
明
る
く
元
気
な
村
に
～

　
任
期
満
了
に
伴
い
、平
成
30
年
８
月
５
日（
日
曜
日
）に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
白
馬
村
長
選
挙
に
お
い
て
、下
川
正
剛
氏

が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
８
月
７
日（
火
曜
日
）の
２
期
目
の
初
日
、役
場
庁
舎
正
面
玄
関
に
到
着
し
た
下
川
村
長
に
は
、花
束
が
手
渡
さ
れ
、大
き

な
拍
手
で
職
員
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
行
わ
れ
た
就
任
式
で
は
、職
員
を
前
に
訓
示
を
述
べ
、今
後
の
４
年
間
の

村
政
運
営
の
考
え
方
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

２
期
目
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
白
馬
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
信
任
を
賜
り
引

き
続
き
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
村
議
会
議
員
時
代
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、村
民
の
皆
さ
ま

や
関
係
各
位
・
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、神
城
断
層
地
震
と
い
う
大
き
な

災
害
の
復
旧
復
興
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、「
白
馬
の
豊
か
さ
と
は
何
か　

―
多
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
―
」を
目
指
し
て
精
一
杯
の
努
力
を
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
期
目
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
世
界
に
誇
れ
る
白
馬
村
の
未
来
を
方
向
付

け
る
極
め
て
重
要
な
時
間
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
礎
に
、昨
年

４
月
か
ら
子
育
て
支
援
課
を
新
設
、電
子
母
子
手
帳
機
能
を
有
す
る
子
育
て
支
援
ア
プ

リ『
お
ひ
さ
ま
メ
モ
リ
ー
ズ
』を
用
い
た
遠
隔
健
康
医
療
相
談『
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
』

と
も
連
携
し
た
国
内
初
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
新
図
書
館
建
設
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
、地
域
公
共
交
通
の
見
直
し
、景
観
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
白
馬
村
の
輝
く
未
来
の
た
め
さ
ら
な
る

努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白
馬
村
長　

下
川
正
剛

当選証書付与式就任式
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ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品「
電
子
感
謝
券
」の
利
用
対
象
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
電
子
感
謝
券
と
は

　

白
馬
村
外
に
お
住
ま
い
で
、ふ
る
さ

と
納
税
で
白
馬
村
に
寄
附
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、白

馬
村
内
の
宿
泊
施
設
や
店
舗
等
に
お
い

て
、１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
で
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
購
入
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。

■
電
子
感
謝
券
の
メ
リ
ッ
ト

　

こ
れ
ま
で
、村
内
に
訪
れ
て
使
え
る

返
礼
品
は
、宿
泊
補
助
券
や
リ
フ
ト
券
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、飲
食
店
や
土
産
品
店

等
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、寄
附
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、天
候
等
に
よ
る

プ
ラ
ン
変
更
も
臨
機
応
変
に
可
能
と
な

り
ま
す
。多
く
の
方
に
電
子
感
謝
券
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、寄
附
の
増

加
と
誘
客
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
化
す
る
こ
と
で
、チ
ケ
ッ

ト
の
転
売
防
止
や
、事
務
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
電
子
感
謝
券
の
使
用
方
法

   

※
村
民
は
対
象
外
で
す
。

①
寄
附
す
る

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」で
会
員
登
録
し
た

上
で
、白
馬
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

い
、返
礼
品
と
し
て
金
額
に
応
じ
た「
電

子
感
謝
券
」を
選
択
し
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
付
与

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」の
会
員
コ
ー

ド
に
紐
付
け
ら
れ
る
形
で
ポ
イ
ン
ト
が

即
時
付
与
さ
れ
ま
す
。

③
ポ
イ
ン
ト
を
使
う

　

白
馬
村
に
訪
れ
、加
盟
店
舗
で
の
宿

泊
、飲
食
、体
験
等
の
際
に
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
端
末
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表

示
し
て
決
済
処
理
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

白
馬
村
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

り
寄
附
を
さ
れ
た
方
が
電
子
感
謝
券
を

利
用
で
き
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

（
1
）参
加
の
条
件

　

白
馬
村
内
に
事
業
所
を
有
す
る
観
光

局
の
会
員
施
設
の
う
ち
、次
の
業
種
を

除
く
事
業
所

　

建
設
・
建
築
業
、金
融
業
、燃
料
販
売

業
、中
型
店
舗
、広
告
業
、イ
ベ
ン
ト
企

画
運
営
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、不
動
産
業

等（
2
）説
明
会

　

参
加
希
望
事
業
所
を
対
象
に
、次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
２
日（
火
曜
日
）

　
　

 
①
午
後
２
時
～　
②
午
後
７
時
～

会
場
： 
白
馬
村
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

申
込
： 

事
前
に
白
馬
村
観
光
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
電
子
感
謝
券
の
し
く
み

お問合せ　白馬村役場総務課　電話：0261-72-7002　白馬村観光局　電話：0261-72-7001

ふるさと
チョイスで
寄附する

ＱＲコードを
入手する

村内の
加盟店で
使う

寄附者 ふるさと
チョイス

白馬村

加盟店舗

白馬村
観光局

寄附申込 寄附金

電子感謝券
ポイント付与

事務委託

利用代金
振込

QR 決済

サービス・
商品の提供

利用状況
照会
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図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討（
２
）

　

さ
わ
や
か
な
静
寂
の
空
間
に
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
紙
音
が
さ
さ
や
く
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
が
開
く
音
と
共
に
来
館

者
と
挨
拶
を
交
わ
す
２
人
の
図
書
館

司
書
。
白
馬
村
図
書
館
の
日
常
が
始

ま
る
。
連
載『
図
書
館
等
複
合
施
設
建

設
に
向
け
た
検
討
』第
２
弾
の
テ
ー

マ
は「
司
書
に
訊
く
」。
白
馬
村
図
書

事
情
の
現
場
、光
と
影
を
知
る
司
書

の〝
生
の
声
〟を
。

図
書
館
司
書
と
は
？

糸
氏
「
司
書
の
仕
事
は
、利
用
者
さ

ん
が
必
要
と
す
る
情
報
を
探
し
て
手

元
へ
お
届
け
す
る
、人
と
本
を
つ
な

ぐ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
げ

さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
笑
」

松 

沢
「
例
え
ば
…
…
と
あ
る
利
用
者

さ
ん
が
、
白
馬
の
中
学
に
湯
川
秀
樹

さ
ん
が
来
校
し
た
と
き
の
文
献
と
写

真
を
探
し
て
い
る
、と
。デ
ー
タ
を
検

索
し
、記
憶
の
書
庫
を
の
ぞ
き
、あ
れ

や
こ
れ
や
探
し
ま
す
。
万
が
一
手
元

に
な
か
っ
た
場
合
は
県
立
図
書
館
の

デ
ー
タ
へ
ア
ク
セ
ス
し
た
り
。
で
き

る
限
り
の
こ
と
は
や
っ
て
み
ま
す
」

記
憶
に
残
る
出
来
事
は
あ
り
ま
す

か
？

糸 

氏
「
以
前
、徳
本
上
人
の
石
碑
が

飯
田
の
南
原
墓
地
に
１
基
あ
る
は
ず

だ
け
ど
見
当
た
ら
な
い
。
所
在
を
教

え
て
く
だ
さ
い
、と
い
う
方
が
来
館

さ
れ
ま
し
た
。
松
沢
さ
ん
が
村
内
在

住
の
識
者
に
尋
ね
る
と
、道
路
を
挟

ん
だ
向
か
い
側
に
移
転
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。す
る
と
数
か
月
後
。ま
た
同

じ
目
的
の
方
が
。
前
回
の
方
と
は
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
。そ
ん
な
偶
然
が
。

で
も
そ
の
と
き
は
す
ぐ
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の

質
問
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
」

松 

沢
「
何
か
面
白
い
の
教
え
て
、っ
て

ふ
ら
り
と
顔
見
知
り
の
人
が
来
館
さ

れ
た
り
。
以
前
は
非
日
常
的
な
出
来

事
が
、今
で
は
日
常
の
挨
拶
み
た
い

に
な
っ
て
・
笑
」

白
馬
村
図
書
館
な
ら
で
は
の
個
性
、

い
い
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
？

松 
沢
「
観
光
村
な
ら
で
は
、か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
白
馬
村
図
書
館
は
短
期

滞
在
者
の
来
館
が
と
て
も
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
ね
。
本
来
は
住

民
票
の
あ
る
方
、通
勤
通
学
の
方
で

な
け
れ
ば
図
書
カ
ー
ド
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、1
カ
月
程
度

の
滞
在
で
も
図
書
カ
ー
ド
発
行
が
可

能
な
の
で
す
」

糸 

氏
「
白
馬
は
多
様
性
を
誇
る
村
で

す
。
日
常
的
に
海
外
の
方
の
ご
利
用

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
松
沢

さ
ん
の
お
話
の
と
お
り
、地
元
の
利

用
者
さ
ん
と
の
距
離
感
が
と
て
も
近

い
で
す
。
読
書
傾
向
が
把
握
で
き
、お

好
み
の
書
籍
を
薦
め
る
こ
と
も
。
毎

日
が
楽
し
い
で
す
」

松 

沢
「
概
ね
午
前
中
は
静
か
に
過
ご

せ
る
空
間
で
す
。
そ
し
て
書
籍
の
予

約
回
転
率
が
速
い
。
繁
忙
期
で
も
10

人
程
で
す
か
ら
」

糸 

氏
「
読
書
好
き
の
人
が
多
い
で
す

ね
。
頻
繁
に
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立

圏
・
図
書
館
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
」

悪
い
点
は
？

松 

沢
「
も
っ
と
広
い
空
間
と
図
書
費

予
算
が
欲
し
い
！
」

糸 

氏
「
も
っ
と
欧
文
表
記
の
書
籍
が

欲
し
い
！
」

白
馬
村
図
書
館
の
未
来
像
に
つ
い
て
？

松 

沢
「
施
設
の
斬
新
さ
と
か
で
は
な

く
、継
続
的
・
持
続
的
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
可
能
な
図
書
館
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
昨
今
、メ
デ
ィ
ア
で
は
極
端
に

注
目
を
集
め
る
事
象
が
信
用
さ
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
盛
り
上
が
る
勢

い
は
速
く
パ
ワ
ー
も
す
ご
い
。
で
も

マ
ン
パ
ワ
ー
の
変
化
な
ど
で
あ
っ
と

い
う
間
に
衰
退
し
て
し
ま
う
の
は
残

念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
信
州
人

の
気
質
で
し
ょ
う
か
？
私
は
大
き
な

変
化
に
消
極
的
な
の
か
も
…
…
」

糸 

氏
「
10
年
、20
年
と
住
民
と
図
書

館
が
共
に
成
長
で
き
る
施
設
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
初
め
て
こ
の
図
書
館
に

来
た
と
き
は
小
さ
く
て
暗
い
感
じ
が

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
今
で
は
と
て
も

居
心
地
の
い
い
憩
い
の
場
所
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
情
報
を
求
め
に
来
館

さ
れ
た
方
が
白
馬
か
ら
情
報
発
信
す

る
。
閲
覧
の
目
的
は
な
い
け
れ
ど
、

ふ
っ
と
深
呼
吸
す
る
た
め
に
椅
子
に

座
る
。
そ
ん
な〝
ほ
っ
と
〟す
る
空
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
ふ
と
館

内
に
目
を
や
る
と
、窓
際
の
机
に
向

か
い
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ペ
ン
を
走
ら

せ
る
利
用
者
が
い
た
。
柔
ら
か
い
陽

光
が
彼
女
を
包
ん
で
い
る
。
司
書
た

ち
が
や
さ
し
さ
溢
れ
る
ま
な
ざ
し
で

ほ
ほ
笑
ん
だ（
了
）。

文
／
佐
藤
一
石
（
集
落
支
援
員
）

司
書
に
訊
く
。

初めての図書館での仕事は小学
校の図書委員でした。そして村で
の仕事が10年。本の整理が好き
だった、あの頃の気持ちを忘れず
にいたいです。

松
沢 

由
美
子

一年奮起して資格を取得。勉強
は大変でしたが、楽しかった！至
らないことばかりで申し訳ありま
せんが、鍛えると思ってお付き合
いを。お願いします。

糸
氏 

志
信
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白馬村図書館等複合施設に関する
有識者会議を設置しました

　白馬村では、新しい図書館及び複合施設として備える機能について、村長の諮問に応じて調査・審議するこ
とを目的として、6月議会において「附属機関の設置等に関する条例」の一部を改正し、「白馬村図書館等複
合施設に関する有識者会議」を設置しました。
　9名の有識者を委員として委嘱し、8月30日（木曜日）に第1回の有識者会議を開催しましたので報告します。

図書館
糸賀 雅児

山 岳
松沢 貞一

教 育
奥田 純子

子育て
多田 千尋

交 通
大日方 悦夫

ホール
中澤 宗幸

マンガ
山内 康裕

検討委
冨山 正明

アート
岡田 勉

有識者会議委員

第１回有識者会議の要旨

　第2回の有識者会議は、10月25日（木曜日）の午後1時30分から白馬村役場2階201会議室で開催します。
　庁内で他の公共施設との複合化の可能性を検討した資料や、検討委員会の報告書、ワークショップの結果等を材料と
して、規模や候補地、財源等について議論を深めていく予定です。
　傍聴を希望される方は、前日までに白馬村役場総務課までお申し込みください。
　新しい図書館等複合施設に関するご意見・ご提案も随時お受けいたします。

村長挨拶・委員自己紹介
　初めに村を代表して村長が新図書館に
対する想いを述べて挨拶し、その後、各委
員がこれまでの取組等も含めて自己紹介
を行いました。

会長・副会長の選任
　図書館に関する豊富な知見を有してい
ることから、会長に糸賀雅児氏が選任さ
れ、副会長は会長の指名により地元を代
表する形で松沢貞一氏が選任されました。

会議資料の説明
　白馬村の概要、図書館に関するこれま
での検討経過、今後のスケジュール、白馬
村の公共施設の耐用年数等について、配
布資料を基に事務局から説明しました。
　また、基本構想策定業務を委託してい
る（一社）日本カルチャーデザイン研究所
から、今年度の検討方針について説明さ
れました。

意見交換（要旨）
●「図書館」という言葉だけで、敷居が高くなり入館しづらさを感じる人もい
る。これまでに拾い上げた意見を見ると交流を望むものが多く、そもそも
「図書館をつくる」という意識から抜け出して、「本がたくさんある交流セン
ター」や「みんなが読書をしているカフェ」など、違った切り口から検討して
みても良いのではないか。

●目的は施設をつくることではない。開館後のソフト事業や情報発信力など
が求められる。図書を揃えて来館者を待つのではなく、多文化・多様性を
活かしたり観光客を巻き込んだりして、何かを誘致したりお金を引き出す
仕組みも検討すべきだと思う。

●最近の図書館は、静かな読書施設・学習施設ではなく、商業施設などが
入り、乳児連れや小中学生から高齢者まで幅広い世代が集える交流施
設が多くなっている。白馬の資源を際立たせて、国内外の人たちが交流
できる白馬らしい空間を目指したい。

●親子のコミュニケーションの場としてマンガは有効なツールであり、来館
の敷居を下げることにつながる。

●民間の参入も含めて収益事業を取り入れ、運営費を賄える仕組みづくり
も考える必要があるのではないか。

●村内の小中学校、白馬高校の図書室との連携についても併せて検討したい。

●検討委員会で出された「ケルン」という言葉には、「迷わずに進める」とい
う意味や、人が集うという想いが込められていて、暮らしの道標、人生の
道標として「街中のケルン」という考え方はおもしろいと思う。

お問合せ　白馬村役場総務課　電話：0261-72-7002

会 長 副 会 長 委 員

＊会議資料は行政ホームページに掲載しています。

慶應義塾大学名誉
教授

㈱白馬館代表取締役
社長

北陸大学 経済経営学部 
マネジメント学科 助教

NPO法人 芸術と遊び
創造協会 理事長／
東京おもちゃ美術館 
館長

スパイラル／㈱ワコール
アートセンター シニア
キュレーター

東日本旅客鉄道㈱ 
長野支社 白馬駅長

㈱日本ヴァイオリン 
創業者顧問

マンガナイト／
レインボーバード
合同会社 代表

白馬村図書館施設
検討委員会 委員長

（敬称略）

図書館等複合施設の建設に向けた検討（２）
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使
わ
な
く
な
っ
た
食
器
や
、壊
れ
た
食
器

な
ど
を
新
た
な
食
器
の
原
料
に
し
て
、新
た

な
か
た
ち
で
の
再
利
用
を
め
ざ
し
、合
わ
せ

て
埋
め
立
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目
的
と
し
て
、

不
用
食
器
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
： 

平
成
30
年
9
月
30
日（
日
曜
日
）

　
　
　
　
9
時
～
12
時
ま
で

◎
場
所
： 

白
馬
村
役
場
駐
車
場
内（
北
側
）

◎
回
収
品
目
： 

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

（
陶
磁
器
）

◇ 

汚
れ
や
ゴ
ミ
な
ど
が
付
着
し
て
い
る
食
器

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。当
日
は
、必
ず
洗
っ

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇ 

割
れ
た
食
器
や
欠
け
た
食
器
は
回
収
可
能

で
す
。

◎
受
入
量
： 

1
軒
で
ミ
カ
ン
箱
程
度
の
段

ボ
ー
ル
3
箱
ま
で（
目
安
）

◎
回
収
で
き
な
い
食
器

・ 

ガ
ラ
ス
食
器（
コ
レ
ー
ル
食
器
な
ど
の
加
工

品
も
含
む
）

・
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
食
器

・ 

土
鍋
な
ど
の
耐
熱
加
工
品（
直
接
火
に
か
け

る
も
の
）

・ 

金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、シ
ー
ル
が
つ
い
て

い
る
も
の（
は
ず
せ
ば
OK
で
す
）

・ 

汚
れ
や
ゴ
ミ
が
付
着
し
て
い
る
も
の（
洗
え

ば
OK
で
す
）

・ 

食
器
以
外
の
も
の（
灰
皿
、花
瓶
、置
物
な
ど
）

・ 

業
務
用
の
食
器（
営
業
施
設
の
食
器
類
は
産

業
廃
棄
物
へ
）

◎ 

当
日
は
、受
付
で
係
が
持
ち
込
ま
れ
た
食

器
の
確
認
と
計
量
を
行
い
ま
す
。回
収
で

き
な
い
食
器
は
、お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎ 

汚
れ
た
食
器
は
そ
の
場
で
持
ち
込
ん
だ
方

に
洗
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 

会
場
内
で
リ
ユ
ー
ス
品
の
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

 

状
態
の
良
い
物
は
、そ
の
ま
ま
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）品
と
し
て
無
料
交
換
す
る
こ
と

も
ご
了
承
く
だ
さ
い
。会
場
内
で
交
換
し

て
い
ま
す
。そ
の
後
は
、保
健
福
祉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
入
り
口
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。再
利
用
に
も
ど
う

ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
10
月
の
松
川
端
粗
大
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
物
集
積
場
の
開
設
日
は

７
日
と
21
日
で
す
。お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
白
馬
村
で
は
、こ
の
た
び
焼
却
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
目
的
に
、機
密
文
書

の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
機
密
文
書
と
は
、事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
経
営
上
重
要
で
秘
密
を
保
つ
必
要
が
あ
る

文
書
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。宿
台
帳
、保
管
期

間
の
過
ぎ
た
会
計
帳
簿
な
ど
が
当
て
は
ま
り

ま
す
。

　
ま
た
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
個
人
情
報
が

含
ま
れ
た
書
類
も
該
当
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
書
類
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
焼
却

し
な
い
で
、次
の
と
お
り
お
持
ち
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

 

平
成
30
年
10
月
11
日（
木
曜
日
）

           

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

■
会
場　
白
馬
村
役
場　
多
目
的
集
会
施
設
前

■
搬
入
方
法　

　

必
ず
、段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
、運
搬
時
に

飛
散
し
な
い
よ
う
段
ボ
ー
ル
の
上
下
を
紙
テ
ー

プ（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
）で
し
っ
か
り
止
め
て

く
だ
さ
い
。ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
・
布
テ
ー
プ（
ガ

ム
テ
ー
プ
）は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

紙
ひ
も
や
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
で
縛
っ
た
だ

け
の
も
の
は
お
断
り
し
ま
す
。

※ 

飛
散
等
に
よ
り
秘
密
漏
洩
が
あ
っ
た
場
合
、

役
場
で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※ 

機
密
文
書
以
外
の
紙
製
容
器
包
装
や
雑
誌
・

雑
紙
な
ど
の
紙
類
は
、持
ち
込
み
で
き
ま
せ

ん
。ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
分
け
方
・
出
し

方
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
早
見
表
に
従
い
、決

め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
入
量　

 

ひ
と
つ
の
事
業
所（
家
庭
）等
で
、

段
ボ
ー
ル
10
箱
程
度
ま
で（
目
安
）

■
注
意
事
項	

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
厳
守
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
1
）紙
以
外
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
2
） 感
熱
紙
、フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
、レ
シ
ー
ト
、

圧
着
ハ
ガ
キ
、写
真
、粘
着
シ
ー
ト
、カ
ー

ボ
ン
紙
、ノ
ン
カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
特
殊
な

紙
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
3
） フ
ァ
イ
ル
の
金
具
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

金
属
ク
リ
ッ
プ
、綴
り
ひ
も
、ホ
チ
キ
ス

の
針
は
付
い
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

・ 

右
記
の
事
項
を
遵
守
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、受
入
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・ 

回
収
し
た
紙
に
つ
い
て
は
、厳
重
に
運
搬
・
保

管
の
う
え
、製
紙
工
場
で
溶
解
処
理
し
て
製

紙
原
料
と
な
り
ま
す
。

第
７
回　
不
用
食
器
回
収
の
お
知
ら
せ

10
月
の
松
川
端
粗
大
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
物

集
積
場
の
開
設
日
に
つ
い
て

機
密
文
書
を
回
収
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：85-0715
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大
北
北
部
連
協・

少
年
少
女
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
予
告
】

白
馬
村
消
防
団　
秋
季
火
災
予
防
運
動

消
防
総
合
訓
練・中
継
訓
練

　
白
馬
村
で
は
、建
物
の
倒
壊
防
止
対
策
を
早
急
に
進
め
る
た
め

の
施
策
と
し
て
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
住
宅（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
一
戸
建
て
の

住
宅（
一
部
併
用
住
宅
を
含
む
））

・ 

昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）5
月
31
日
以
前

に
工
事
着
手
し
た
も
の

・
木
造
在
来
工
法

︿
ス
テ
ッ
プ
１
﹀

専
門
家
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断

　

評
点
１．０
が
現
在
の
耐
震
基
準
の
強
さ
に
相

当
し
ま
す

⇒

耐
震
診
断
を
し
て
も
ら
う
と
、あ
な
た
の

家
の
強
さ
に
０．4
、０．7
、１．０
の
よ
う
な
点
数
が
つ

き
ま
す
。こ
の
数
値
は
現
在
の
建
築
基
準
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の
強
さ
を
１．０
と

し
た
と
き
の
、あ
な
た
の
家
の
強
さ

の
比
率
を
表
し
て
い
ま
す
。

︿
ス
テ
ッ
プ
2
﹀耐
震
改
修
工
事

　

改
修
目
標
を
決
め
て
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
ま
す

⇒

耐
震
診
断
の
結
果
、「
危
険
」と
判

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
改

修
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、そ
の
工

事
費
の
2
分
の
1（
上
限
60
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

　

朝
晩
と
涼
し
い
日

が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
消
防
団
で

は
、左
記
の
と
お
り
秋

の
火
災
予
防
運
動
消

防
総
合
訓
練
と
、中
継

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
の
火
災
予
防

運
動
総
合
訓
練
で
は
、

外
国
人
へ
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
等
の
伝
達
や
、避
難
所
の
場

所
や
機
能
に
つ
い
て
解
説
す
る
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
訓
練
を
併
せ
て
行
う
予
定
で
す
。訓
練
当
日
は
、大
勢
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、訓
練
当
日
は
、サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
、お
間
違
い
な

い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
秋
季
火
災
予
防
運
動
消
防
総
合
訓
練
】

　
日　
時
： 

平
成
30
年
10
月
14
日（
日
曜
日
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
か
ら（
予
定
）

　
会　
場
：
北
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
※
消
防
団
の
中
継
訓
練
は
、同
日
午
前
7
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

0.1 0.4 0.7 1.0 1.3 1.6評点

低い 高い安全の度合い

　

夏
休
み
期
間
中
の
8
月
9
日
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消

防
署
を
会
場
に
少
年
少
女
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、白
馬
・
小
谷
村
内
の
小
学
5
・
6
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、1
1
9
番
通
報
と
指
令
受
令
体

験
、煙
・
放
水
体
験
な
ど
貴
重
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

�

自
分
の
家
の
強
さ
を
知
る
!

木
造
住
宅
耐
震
診
断・耐
震
改
修
補
助

事
業

お問合せ　白馬村役場　総務課防災担当　電話：72-7002
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＊
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
＊

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

不
動
産
評
価
等
、不
動
産
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に

お
応
え
す
る
た
め
、無
料
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。売
買
、

交
換
、相
続
、借
地
、担
保
、賃
貸

借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
に
つ

い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

※ 

予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日
時
及
び
会
場

平
成
30
年
10
月
1
日（
月
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

松
本
市
役
所　

本
庁
舎　

4
階

第
2
応
接
室

平
成
30
年
10
月
2
日（
火
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

長
野
市
役
所　
第
二
庁
舎

10
階　
2
0
3
会
議
室

お問合せ　（一社）長野県不動産鑑定士協会　電話:026-225-5228

■
特
別
徴
収
に
つ
い
て

　

個
人
住
民
税（
村
・
県
民
税
）の
給
与
か

ら
の
特
別
徴
収
と
は
、事
業
主（
給
与
支
払

者
）の
方
が
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ

よ
う
に
、毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

を
差
し
引
き
、従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
町

村
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

今
年
度
、県
内
全
77
市
町
村
の
統
一
基

準（
長
野
県
統
一
基
準
）に
よ
り
、全
県
一

斉
に
個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
を
徹
底
し
て
き
ま
し
た
。

■
白
馬
村
で
は
35
％
増

　

こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、白
馬
村
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方
が
お
勤
め
で
、特
別
徴

収
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所

は
、平
成
29
年
度
で
は
4
3
6
社
で
あ
り

ま
し
た
が
、今
年
度
は
1
5
0
社
ほ
ど
増

加
し
5
8
9
社
と
な
り
ま
し
た
。皆
様
の

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
を
す
る
こ
と
で
、従
業
員
が

納
税
の
度
に
金
融
機
関
へ
出
向
く
手
間
が

省
け
、納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
ほ
か
、12
ヶ

月
に
分
割
し
て
毎
月
給
与
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
の
で
、年
４
回
で
納
税
す
る
普
通

徴
収（
役
場
か
ら
届
く
納
税
通
知
書
に
よ

り
現
金
納
付
、ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
す
る
方
法
）と
比
べ
て
、年
間
で
納
め

る
額
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、従
業

員
の
１
回
あ
た
り
の
納
税
額
は
少
な
く
な

り
ま
す
。

■
年
度
中
途
で
の
切
替
も
可
能
で
す

　

現
在
、普
通
徴
収
に
よ
り
納
付
い
た
だ

い
て
い
る
場
合
で
も
、年
度
中
途
か
ら
特

別
徴
収
に
移
行
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

特
別
徴
収
へ
の
移
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
勤
め
の
事
業
主
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
へ
の
移
行
は
事
業
主
の
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。積
極
的
な
移
行

に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、切
替
申
請
書
は
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
「
白
馬
村　
特
別
徴
収
へ
の
切
替
」で
検

索
く
だ
さ
い
。

■
平
成
31
年
度
も

　
次
年
度
以
降
も
特
別
徴
収
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。な
お
、次
年
度
の
特

別
徴
収
に
つ
い
て
は
、来
年
１
月
に
事
業

主（
給
与
支
払
者
）よ
り
村
に
提
出
い
た
だ

く「
給
与
支
払
報
告
書
」に
よ
っ
て
特
別
徴

収
該
当
者
を
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。事
業

主
の
皆
さ
ん
は
、忘
れ
ず
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：85-0712

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

 

お
問
合
せ

	

白
馬
村
役
場
税
務
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
2

	

住
民
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
5

	

上
下
水
道
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
4

納付方法・納付場所
表中の納付方法及び納付場所で

お支払いができます。
国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 上下水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ○ ○ ○

現金払
（コンビニエンスストア） - - ○

口座振替 ○ ○ ○
クレジットカード
インターネット決済 ○ - -

9
月�

納
期
の
村
税
及
び
料
金

国
民
健
康
保
険
税	

第
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
２
期

上
下
水
道
料
金	

９
月
請
求
分

9
25 火

納期限及び
口座振替日
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国
道
1
4
8
号　
白
馬
村
通（
か
よ
う
）地
区
に
て

道
路
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

・ 

現
在
の
国
道
と
姫
川
と
の
間
に
盛
土
を
し
て
新
た
な
道
路
を
築
造
し
ま
す
。

・ 

盛
土
20
万
㎥
の
う
ち
約
10
万
㎥
は
小
谷
村
の
雨
中
バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土

を
利
用
し
ま
す
。

・ 

通
地
区
へ
運
搬
し
た
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
は
、舗
装
の
上
で
一
旦
仮
置
き
し
て
、道
路

盛
土
に
使
用
し
ま
す
。

計画道路

日
頃
よ
り
県
の
建
設
行
政
に
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、長
野
県
大
町
建
設
事
務
所
で
は

国
道
1
4
8
号
白
馬
村
通
地
区
に
て
道
路

改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
区
間
は
カ
ー
ブ
が
き
つ
く
、急
勾

配
で
あ
る
た
め
、特
に
冬
期
は
大
型
車
等

が
曲
が
り
き
れ
ず
衝
突
、転
倒
す
る
な
ど

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
道
路
線
形
、縦
断
線
形
を
緩

く
し
、車
両
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
を
仮
置
き

す
る
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
舗
装
工
事
を

施
工
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

     

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：72-7002

　

村
で
は
、白
馬
村
環
境
審
議
会
の
答

申
を
踏
ま
え
大
規
模
開
発
基
準
を
改
定

し
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
3
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、個
別
事
項
の
状
況
、改
定
の
背
景
に

つ
い
て
、数
回
に
分
け
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
今
月
号
は
、建
築
物
の
延
床
面
積

に
つ
い
て
で
す
。

○
改
定
前

　
建
築
物
の
延
床
面
積
は
5
，0
0
0

㎡
以
上
。

○
改
定
後（
平
成
30
年
4
月
～
）

　
変
更
な
し
。

○
改
定
の
背
景

　

環
境
審
議
会
の
答
申
は
現
状
維
持

で
し
た
が
、過
去
に
同
一
事
業
主
の
施

設
間
距
離
に
つ
い
て
恣
意
的
事
例
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
、研
究
さ
れ
た

旨
、1
回
の
建
築
確
認
の
面
積
を
基
本

と
す
る
旨
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ　

白
馬
村
の
大
規
模
開
発
基
準
改
定

“
建
築
物
の
延
床
面
積
”に
つ
い
て

お問合せ  大町建設事務所　整備・建築課　整備第二係
〒398-8602　大町市大町1058-2　大町合同庁舎

電話　0261-23-6537　FAX0261-23-6532
メール　omachiken-seiken@pref.nagano.lg.jp

9



     
     

「
屋
外
広
告
物
」を
表
示・設
置・管
理
し
て
い
る
皆
さ
ま

屋
外
広
告
物
に
よ
る
危
害
防
止
の
た
め
、「
定
期
的
な
点
検
」が
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

詳しい制度の内容、点検資格者、点検記録の様式は、ホームページをご覧ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/kurashi/sumai/kokoku/jore/index.html

お問合せ　長野県建設部　都市・まちづくり課　景観係　電話：026-235-7348

近
年
、全
国
的
に
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
屋
外
広
告
物
が
見
受
け
ら
れ
、

平
成
27
年
2
月
に
は
札
幌
市
に
お
い
て

建
物
に
取
り
付
け
ら
れ
た
看
板
が
落
下
、

歩
行
者
を
直
撃
す
る
重
大
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、長
野
県

で
は「
屋
外
広
告
物
条
例
※
１
」
を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
の

管
理
者
等
※
２
は
、日
常
の
補
修
そ

の
他
の
管
理
に
加
え
、風
雨
や
経

年
劣
化
に
よ
っ
て
屋
外
広
告
物
に

倒
壊
・
落
下
の
お
そ
れ
等
が
生
じ

な
い
よ
う
に
、「
定
期
的
な
点
検
」

を
行
う
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

　※
１ 

長
野
県
の
屋
外
広
告
物
条
例
の
対

象
地
域
は
、独
自
条
例
を
策
定
し

て
い
る
長
野
市
、飯
田
市
、諏
訪

市
、駒
ケ
根
市
、安
曇
野
市
及
び
小

布
施
町
を
除
く
県
下
全
域
で
す
。

※
２ 

管
理
者
と
は
、屋
外
広
告
物
又
は

こ
れ
を
掲
出
す
る
物
件
を
表
示
し
、

設
置
し
、又
は
管
理
す
る
方
で
す
。

１
、点
検
の
対
象

次
の
も
の
を
除
く
、す
べ
て
の
屋
外

広
告
物
が
点
検
の
対
象
で
す
。

（
除
か
れ
る
も
の
）

○ 

は
り
紙
、は
り
札
、立
看
板
類
、広
告

幕
類
、ア
ド
バ
ル
ー
ン
、壁
面
等
に
描

か
れ
た
も
の

○ 
法
令
の
規
定
に
よ
り
表
示
又
は
設
置

が
義
務
付
け
れ
ら
れ
て
い
る
も
の

2
、点
検
の
方
法

（
１
）点
検
時
期

　
屋
外
広
告
物
を
表
示
・
設
置
・
改
造
し

た
時
、及
び
そ
の
後
3
年
以
内
ご
と

（
２
）点
検
項
目

　

本
体
及
び
取
付
け
部
の
変
形
・
腐
食

等
、ボ
ル
ト
及
び
ビ
ス
等
の
サ
ビ
・
緩
み

等
、表
示
面
の
破
損
・
は
く
離
・
汚
染
・
退

色
・
変
色
等
の
取
付
け
状
態
等

３
、点
検
者
の
資
格

広
告
物
本
体
の
高
さ
が
４
ｍ
を
超
え

る
屋
外
広
告
物
の
点
検
は
、屋
外
広
告

物
条
例
施
行
規
則
で
定
め
る
者（
建
築

士
、電
気
工
事
士
、そ
の
他
）に
行
わ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
、点
検
結
果
の
保
管
・
報
告

点
検
結
果
の
記
録
は
、屋
外
広
告
物

を
除
却
す
る
ま
で
の
間
保
管
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、市
町
村
長
か
ら
表
示
・
設
置
の

許
可
を
受
け
て
い
る
屋
外
広
告
物
は
、

許
可
の
更
新
時
に
点
検
結
果
の
報
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。※
３

※
３ 
こ
の
場
合
の
点
検
は
、許
可
の
有

効
期
限
満
了
日
の
60
日
前
か
ら
更

新
申
請
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
も
の

が
有
効
で
す
。

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
結
果

業務名 平成30年度 白馬村ホームページリニューアル委託業務
審査日 平成30年8月20日
場所 白馬村大字北城7025番地

受託者 株式会社　スマートバリュー
選定方法 公募型プロポーザル方式（審査基準に基づき審査）
契約額 ¥4,968,000（消費税含む）

参加者
株式会社　スマートバリュー
株式会社　電算
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     皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中

で
、道
路
、農
地
、公
害
、登
記
、

福
祉
な
ど
の
行
政
が
行
う
業
務

に
対
し
、疑
問
や
要
望
、お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

直
接
は
言
い
に
く
い
、こ
う

い
っ
た
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要

望
に
対
し
て
相
談
委
員
が
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

秘
密
厳
守
・
無
料
・
予
約
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は　

横
川
勝
男
さ
ん（
飯
田
）で
す
。

　
【
10
月
15
日（
月
曜
日
）か
ら

21
日（
日
曜
日
）は
行
政
相
談

週
間
で
す
】

◯
行
政
相
談
日

　
平
成
30
年
10
月
16
日（
火
曜
日
）

　
平
成
30
年
12
月
11
日（
火
曜
日
）

　
平
成
31
年
2
月
12
日（
火
曜
日
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

◯
場　
所　

　
白
馬
村
役
場
２
階　
庁
議
室

行
政
相
談
の
ご
案
内

お問合せ　長野県司法書士会大町支部　　電話：85-2338

お問合せ　長野労働局　電話：026-223-0551

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：72-7002

「
県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」相
談
所
の
開
設

に
つ
い
て

『
働
き
方
が
変
わ
り
ま
す
！
』

10
月
1
日
は「
法
の
日
」で
す
。

司
法
書
士
は
、皆
さ
ま
の
貴
重
な

財
産
権
を
は
じ
め
、権
利
の
保
護
に

携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
法
の

日
を
中
心
に
、
県
下
の
各
市
町
村

に
お
い
て「
司
法
書
士
無
料
法
律
相

談
」を
実
施
し
て
、ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

の
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

日
時平

成
30
年
10
月
4
日（
木
曜
日
）

13
時
00
分
～
16
時
00
分

場
所白

馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ

　
ン
タ
ー　
2
階　
相
談
室

相
談
内
容

　

 

不
動
産
の
登
記
、会
社（
法
人
）の

登
記
に
関
す
る
も
の

　

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
・

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
等
債
務
に
関
す

る
も
の

　

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財
産
管

理
に
関
す
る
も
の

　
相
続
に
関
す
る
も
の

　
空
き
家
に
関
す
る
も
の

　

 

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引

に
関
す
る
も
の

　

 

訴
状
・
答
弁
書
等
の
作
成
に
関
す

る
も
の

　

 

ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
借
契
約
か

ら
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

も
の

　
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
も
の

　

 

貸
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関
す

る
も
の

中
小
企
業
法
務
に
関
す
る
も
の

　

 

そ
の
他
、司
法
書
士
の
業
務
及
び

そ
れ
に
関
連
す
る
相
談　
な
ど

予
約
に
つ
い
て

ご
相
談
は
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、当
日
受
付
で
の

ご
相
談
も
可
能
で
す
が
、予
約
を
さ

れ
た
方
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、予

約
が
な
い
場
合
は
ご
相
談
を
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
は
、
平
成
30
年

9
月
25
日
か
ら
相
談
日
前
日
ま
で
。

予
約
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で（
た
だ
し
、相

談
日
前
日
は
午
前
3
時
締
切
）

受
付
電
話
番
号
は
、0
2
6
1

−

8
5

−

2
3
3
8（
担
当
：
髙
山
）ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
4
月
1
日

か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法

案
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

① 

時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
導
入
さ
れ
ま
す
！

　

時
間
外
労
働
の
上
限

に
つ
い
て
月
45
時
間
、年

3
6
0
時
間
を
原
則
と
し
、

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
で
も
年
7
2
0

時
間
、単
位
月
1
0
0
時
間

未
満（
休
日
労
働
含
む
）、複

数
月
平
均
80
時
間（
休
日
労

働
含
む
）を
限
度
に
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
行
日

　
 

大
企
業	

　
2
0
1
9
年
4
月
1
日

　
 

中
小
企
業

　
2
0
2
0
年
4
月
1
日

② 

年
次
有
給
休
暇
の
確
実

な
取
得
が
必
要
で
す
！

　
使
用
者
は
、10
日
以
上
の

年
次
有
給
休
暇
が
付
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
労
働
者

に
対
し
、毎
年
5
日
、期
間

を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を

与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
行
日

　
2
0
1
9
年
4
月
1
日

③ 

正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
が

禁
止
さ
れ
ま
す
！

　
同
一
企
業
内
に
お
い
て
、

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正

規
雇
用
労
働
者（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
、有
期
雇
用
労

働
者
、派
遣
労
働
者
）の
間

で
、基
本
給
や
賞
与
な
ど
の

個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
道

理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

施
行
日

　
大
企
業

　
2
0
2
0
年
4
月
1
日

　
中
小
企
業

　
2
0
2
1
年
4
月
1
日

詳
し
く
は

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
長
野
労
働
局【
電

話
：
0
2
6

−

2
2
3

−

0
5
5
1
】ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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白
馬
と
カ
ガ
ク
の
奇
跡　
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
３

研
究
者
と
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ご
案
内

映
画　
君
の
笑
顔
に
会
い
た
く
て　
上
映
の
お
知
ら
せ

白
馬
北
小
学
校
＆
白
馬
南
小
学
校
P
T
A
バ
ザ
ー
＆
祭
り
の
ご
案
内

国
内
有
数
の
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
と

し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い

る
白
馬
八
方
温
泉
の
温
泉
水
は
、こ

れ
ま
で「
生
命
の
起
源
」の
研
究
の

た
め
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
内
容
を

地
域
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、実
際
の
温
泉
水
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
様
子
や
白
馬
八

方
温
泉
に
欠
か
せ
な
い
蛇
紋
岩
の

重
要
性
な
ど
、「
生
命
の
起
源
」の
研

究
に
ま
つ
わ
る
現
場
を
、黒
川
顕
教

授（
国
立
遺
伝
学
研
究
所
）ら
研
究

者
と
と
も
に
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。

◆
実
施
概
要
◆

実
施
日
：
2
0
1
8
年
10
月
20
日

（
土
曜
日
）雨
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）
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習
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接
）
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地
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松
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源

対
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一
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費
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料
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ち
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、運
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靴
等
歩
き
や
す

い
靴
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く
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い
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主
催
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冥
王
代
生
命
学
の
創
成

後
援
：
白
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村
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馬
高
校

 

企
画
・
協
力
：
八
方
尾
根
開
発
株
式

会
社

問
合
せ
先
：
０
２
６
１

−

８
５

−

２
８
７
０
八
方
尾
根
開
発
株
式
会

社
企
画
営
業
部

ま
た
は
、inquiry@
hadean.jp

冥
王
代
生
命
学
の
創
成

地
球
生
命
研
究
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン

タ
ー
事
務
局

大
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地
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保
護
司
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等
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な
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、保
護

司
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動
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テ
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映
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君
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笑
顔
に

会
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た
く
て
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左
記
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日
程
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上
映
し
ま
す
。
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司
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か
。
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犯
罪
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ま
っ

た
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な
ど
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助
け
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活
動
を
し
て
い
る
方
々

の
こ
と
で
す
。
毎
年
、７
月
に
開
催
し
て
い
る「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」も
保
護
司
の
活
動
の
ひ

と
つ
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
宮
城
県
名
取
市
が
舞
台
で
、
複

雑
な
家
庭
環
境
の
中
で
育
ち
、犯
行
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
子
ど
も
と
保
護
司
と
の
更
生
へ
の
歩
み
と
、

２
０
１
１
年
に
東
北
で
起
こ
っ
た
震
災
と
を
掛
け

合
わ
し
た
作
品
で
す
。
保
護
司
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

上
映
日　
10
月
８
日（
月
曜
日
・
祝
）　
１4
時
～

場　
所　
大
町
市
文
化
会
館
エ
コ
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

　
・ 

一
般
、大
学
生（
前
売
り
）1
，1
0
0
円

 　

 　

         

（
当　
日
）1
，5
0
0
円

　
・
中
高
生
8
0
0
円（
当
日
売
り
の
み
）

　
・
小
学
生
以
下　
無
料

前
売
り
販
売
所

ウ
ィ
ン
グ
21
受
付

　
・ 

中
高
生
は
前
売
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
当
日
販

売
の
み
）

大
勢
の
方
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
13
日（
土
曜
日
）に
各
小
学
校
に
て
P
T
A
バ

ザ
ー
＆
祭
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

南
小
学
校
：
１１
時
～
１3
時

北
小
学
校
：
１4
時
～
１6
時

バ
ザ
ー
の
収
益
は
各
学
校
の
歴
史
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
台

や
裏
山
ス
キ
ー
場
の
維
持
・
整
備
費
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、北
小
学
校
と
南
小
学
校
合
同
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
両
校
の
バ
ザ
ー
に
ご
参

加
の
方
に
は
豪
華
景
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。多

く
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

保
護
司
っ
て
?

犯
罪
や
非
行
に
よ
り

「
保
護
観
察
」を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
人
の
生

活
を
見
守
り
、
様
々
な

相
談
に
の
っ
た
り
、
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
犯

罪
を
予
防
す
る
た
め
の

地
域
活
動
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

更正保護キャラクター☆更正ペンギン
のホゴちゃん、サラちゃん

黒川顕教授

13

こ
ん
に
ち
は
、藤
本
で
す
。
8
月
に
入
り
、私
が
白
馬
に
来
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
昨
年
参
加
し
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
始
球
式
で
、今
年
も
し
っ

か
り（
？
）ボ
ー
ル
を
ゲ
ー
ト
に
通
し
て
き
ま
し
た
。

先
日
は
、東
京
・
渋
谷
で
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
方
々
と
の
交
流
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

情
報
通
信
技
術
を
使
っ
た
観
光
デ
ー
タ
取
得
や
、空
き
家
の
管
理
、地
域
通
貨
の
あ
り
方
等
、

ど
の
よ
う
に
白
馬
の
地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
を
し

て
き
ま
し
た
。
白
馬
が
好
き
で
何
回
も
来
た
こ
と
が
あ
る
、と
い
う
方
も
多
く
、改
め
て
白
馬

の
強
み
を
知
る
と
同
時
に
、東
京
の
暑
さ
と
人
ゴ
ミ
に
う
ん
ざ
り
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
初
め
て
白
馬
の
夏
を
通
し
で
経
験
し
て
、冬
に
限
ら
な
い
白
馬
の
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、国
際
音
楽
祭
や
夏
の
終
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
芸
術

系
か
ら
、ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
や
サ
マ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
の
ス
ポ
ー

ツ
系
、各
地
区
で
の
夏
祭
り
等
が
毎
日
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
開
催
す
る
と
、ス
ポ
ー
ツ
の
白
馬
し
か
知
ら
な
か
っ
た
方
が
、芸
術
の
白
馬

と
い
う
面
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
り
し
て
、と
て
も
い
い
の
で
は
と
妄
想
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
２
日（
日
曜
日
）、白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
に
て
第
60
回
村
民
運
動
会
を
開
催
し
、紅
白

２
チ
ー
ム
に
よ
る
対
抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
競
技
に
取
り

組
み
、地
区
や
世
代
を
越
え
て
普
段
で
き
な
い
貴
重
な
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、大
玉
送
り
や
障
害
物
親
子
リ
レ
ー
、綱
引
き
な
ど
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
競
技
を

通
じ
て
、村
民
同
士
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

藤
本
元
太
白
馬
を
走
る
！
　
№
12

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
村
民
同
士
で
絆
を
深
め
合
う 

今年もサマーグランプリ

▲力を合わせて綱引き ▲親子の絆の深まった障害物競争

▲全員参加の大玉送り ▲駅伝は白馬中陸上部優勝

はくば9月.indd   13 H30/09/10   10:21

お問合せ　実行委員会事務局　大北地区更正サポートセンター　電話：85-2585
白馬村役場　住民課住民係　電話：85-0715

ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
・

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ
ラ
ン
・
村
男
III
世
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を
走
る
！
　
№
12

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
村
民
同
士
で
絆
を
深
め
合
う 

今年もサマーグランプリ

▲力を合わせて綱引き ▲親子の絆の深まった障害物競争

▲全員参加の大玉送り ▲駅伝は白馬中陸上部優勝

はくば9月.indd   13 H30/09/10   10:21



14

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：85-8101

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
０
歳
児
の
広
場
で
、今
年
新
規
に
始
め
ま
し
た「
タ
ッ
チ
ケ
ア
」に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら
な
か
よ
し
広
場
活
動
の
紹
介
で
す
。

１
回
目
は
７
月
４
日
に
、松
本
市
の
タ
ッ
チ
ケ
ア
教
室「
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
」の
和
田
朋
子

先
生
を
お
招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。タ
ッ
チ
ケ
ア
っ
て
な
に
？
と
御
存
知
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

タ
ッ
チ
ケ
ア
で
は
、リ
ン
パ
の
流
れ
に
沿
っ
て
お
子
さ
ん
の
身
体
を
歌
を
う
た
い
な
が
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
ま
す
。
タ
ッ
チ
ケ
ア
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
に
行
う
も
の
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
も

い
い
ま
す
。

タ
ッ
チ
ケ
ア
に
は「
手
当
て
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、相
手
の
身
体
に
手
を
当
て
て
、心
と

体
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、赤
ち
ゃ
ん
の
心

と
身
体
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

タ
ッ
チ
ケ
ア
の
効
果
と
し
て
、触
れ
る
側
も
触
れ
ら
れ
る
側
に
も
、オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
促
さ
れ
、気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
の
だ
そ
う
で
す
。

で
す
か
ら
、タ
ッ
チ
ケ
ア
に
は
、病
気
の
方
や

認
知
症
の
方
、障
が
い
が
あ
る
方
に
行
う
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、お
母
さ
ん
同

士
が
繋
が
っ
て
タ
ッ
チ
ケ
ア
を
し
て
み
ま
し
た
。

ご
家
庭
の
中
で
、ご
夫
婦
で
行
う
こ
と
も
い
い
そ

う
で
す
。

２
回
目
は
、９
月
26
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
成
長
し
た
分
、内
容
を
変
え
て
行
っ

て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
の
で
、是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

次
回
は
、し
ろ
う
ま
保
育
園
か
ら
で
す
。

保
育
園
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、保
護
者
の
皆
さ
ん
が
働
い
て
い
る
、又
、病

気
や
出
産
な
ど
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
、毎
日

一
定
の
時
間
、保
護
者
に
変
わ
り
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
で
は
、平
成
31
年
度（
2
0
1
9
年
度
）の
保
育
園
入
園
説
明
会
と
入
園
申
込
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

○
入
園
説
明
会

平
成
30
年
10
月
1
日（
月
曜
日
）午
前
10
時
30
分
か
ら

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
2
階
　
学
習
室

同
じ
会
場
で
白
馬
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階
に
託
児
室
を
ご
用
意
し
ま
す
。

○
入
園
申
込
受
付

平
成
30
年
10
月
2
日（
火
曜
日
）〜
31
日（
水
曜
日
）

白
馬
村
教
育
委
員
会
　
子
育
て
支
援
課
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

○
入
園
対
象
児
童

生
後
10
ヶ
月
児
〜
就
学
前
児
童

○
申
込
に
必
要
な
書
類

①
入
園
申
込
書

②
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
勤
務
証
明
書
・
診
断
書
等
）

③�
平
成
30
年
1
月
2
日
以
降
、本
村
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
所
地
の
市
町
村
役

場
が
発
行
す
る「
所
得
課
税
扶
養
証
明
書
」

※
申
込
に
必
要
な
書
類
は
、入
園
説
明
会
で
配
布
し
ま
す
。

子
育
て
耳
よ
り
情
報
　
№
12

平
成
31
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

白
馬
村
し
ろ
う
ま
保
育
園
・
園
児
募
集
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国
民
健
康
保
険
証
は
、
10
月
1

日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は

9
月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
の
で
、9
月
下
旬
に
新
し
い
保

険
証
を
郵
送
し
ま
す
。
10
月
1
日

か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い

い
た
だ
き
、現
在
お
持
ち
の
保
険

証
は
、有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
裁
断
の
上
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
に
よ
り
一
般
被
保
険
者
証
は
う
ぐ
い
す
色
、退
職
被
保
険

者
証
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。

保
険
証
は
、世
帯
主
宛
に
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
、生

年
月
日
、住
所
な
ど
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

国
保
一
口
メ
モ

国
民
健
康
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
、平
成
27
年
5
月「
持
続
可

能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」が
成
立
し
、平
成
30
年
度
か
ら
、県

も
市
町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保

険
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
届
け
す
る
保
険
証
は
10
月
1
日
の
一

斉
更
新
か
ら
、「
長・

・

・
野
県
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
」と
記
さ
れ
、交
付
者
名「
白
馬

村
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
資
格
の
管
理
や
保

険
税
の
賦
課
徴
収
等
の
事
務
は
引
き
続
き

市
町
村
が
行
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
、主
な
症
状
と
し
て
、

高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
・
全
身
倦
怠
感
・
の
ど
の
痛
み
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
か

ぜ
と
比
べ
症
状
が
重
く
、全
身
症
状
も
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、高
齢
者
や
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
罹
る
と
肺
炎
を
併
発
し
た
り
、持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

村
で
は
、予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
致
し
ま
す
の
で
、接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◆
高�

齢�

者
：
①��

65
歳
以
上
の
方（
但
し
、65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
②��

平
成
31
年
1
月
31
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、呼
吸
器
機

能
・
心
臓
機
能
・
腎
臓
機
能
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
を
お

持
ち
の
方
、1
級
に
相
当
す
る
方

◆
お
子
さ
ん
：�

12
ヶ
月
〜
中
学
3
年
生（
平
成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成
29
年
9
月
30
日

生
ま
れ
）

　
　
　
　
　
※�

い
ず
れ
も
、白
馬
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
、接
種
希
望
者
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
自
己
負
担
：�

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
、自
己
負
担
分
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　�（
高
齢
者
：
１
，2
0
0
円
・
お
子
さ
ん
1
，0
0
0
円
）

　
　
　
　
　
※�

平
成
30
年
度
よ
り
高
齢
者
の
自
己
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
回
数
：
高
齢
者
　
1
回

　
　
　
　
　
　お
子
さ
ん
　
小
学
生
以
下
　
2
回
　
・
　
中
学
生
　
1
回

◆
接
種
期
間
：
高
齢
者
　
　
平
成
30
年
10
月
1
日
〜
平
成
31
年
1
月
31
日

　
　
　
　��

お
子
さ
ん
　
平
成
30
年
10
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

◆
接
種
方
法
：�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
可
。な
お
、希
望
者
は

各
自
で
医
療
機
関
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話 72-0715

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：85-0713

国
民
健
康
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

【保険証の色】 旧 新

[ 一般 ] 被保険者証 水色 うぐいす色

[ 退職 ] 被保険者証 ピンク色 オレンジ色
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：85-0713

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：85-0713

長
野
県
に
住
ん
で
い
る
人
に
向
け
て
、聴
覚
障
が
い

や
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、県

民
に
対
し
、身
近
な
場
所
で
手
話
取
得
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、手
話
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、

県
全
体
で
手
話
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、あ
い

さ
つ
・
簡
単
な
日
常
会
話
に
関
す
る
手
話
な
ど
手
話
を

知
ら
な
い
人
で
も
入
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、少
し
で
も
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
開
催
日
時
・
場
所（
大
北
圏
域
）

第
1
回
：
平
成
30
年
10
月
15
日（
月
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
　
大
会
議
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
10
月
10
日
ま
で

第
2
回
：
平
成
30
年
10
月
30
日（
火
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階
　
学
習
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
10
月
25
日
ま
で

第
3
回
：
平
成
30
年
11
月
10
日（
土
曜
日
）

　
　
　�

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　�

松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

�

す
ず
の
音
ホ
ー
ル
2
階
　
研
修
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
11
月
5
日
ま
で

第
4
回
：
平
成
31
年
1
月
22
日（
火
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
　
大
会
議
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
31
年
1
月
17
日
ま
で

・
内
容

（
1
）聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
、ろ
う
者
の
体
験
談

（
2
）簡
単
な
手
話
を
覚
え
よ
う（
あ
い
さ
つ
、会
話
）

　
　
・
参
加
費
：
無
料

　
　
・�

参
加
資
格
：
手
話
に
興
味
の
あ
る
人（
小
学
生
の

お
子
様
は
保
護
者
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

　
　
・
定
員
：
概
ね
20
名（
申
込
順
）　

　
　
　※
開
催
場
所
に
よ
り
変
動
有

　
　
・
申
込
方
法
：�

　
　��

役
場
健
康
福
祉
課
及
び
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
窓
口
に
備
付
け
の「
参
加
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、電
話
、F
A
X
、メ
ー
ル
又

は
郵
送
に
て
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係（
山
﨑
・
太
田
）

〒
3
9
8
‐
8
6
0
2
大
町
市
大
町
1
0
5
8
‐
2

大
町
合
同
庁
舎
内

T
E
L
：
２
３
‐
6
5
0
8（
直
通
）

F
A
X
：
２
３
‐
6
5
0
9

E-m
ail

：om
achiho-fukushi@

pref.nagano.lg.jp

左
記
の
日
程
に
お
い
て
、秋
の
献
血
を
実
施
致
し

ま
す
。

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
為
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
血
液
は
、ま
だ
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
血
液
は
生
き
た
細
胞
で
、長
い
期

間
に
わ
た
り
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要

な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て
お
く
に
は
、

絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、一
人
ひ
と
り
の
血
液
は
同
じ
血
液
型
で

も
微
妙
に
違
う
た
め
、複
数
の
献
血
者
の
血
液
を
合

わ
せ
て
輸
血
す
る
ほ
ど
、患
者
さ
ん
の
負
担
が
重
く

な
り
ま
す
。

2
0
0
ml
献
血
の
必
要
量
は
す
で
に
足
り
て
い

る
た
め
、献
血
車
で
の
献
血
は
4
0
0
ml
献
血
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。（
体
重
50
㎏
以
下
の
方
は
献

血
車
で
の
献
血
が
で
き
ま
せ
ん
）

状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、一
人
で
も
多
く
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
30
年
10
月
31
日（
水
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
45
分

　
　
　
　
午
後
1
時
00
分
か
ら
午
後
2
時
00
分

場
　
所
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階

県
民
向
け
手
話
講
座（
入
門
編
）を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
献
血
の
お
知
ら
せ

はくば9月.indd   16 H30/09/10   10:21
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：85-0713

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：85-0713

長
野
県
に
住
ん
で
い
る
人
に
向
け
て
、聴
覚
障
が
い

や
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、県

民
に
対
し
、身
近
な
場
所
で
手
話
取
得
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、手
話
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、

県
全
体
で
手
話
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、あ
い

さ
つ
・
簡
単
な
日
常
会
話
に
関
す
る
手
話
な
ど
手
話
を

知
ら
な
い
人
で
も
入
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、少
し
で
も
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
開
催
日
時
・
場
所（
大
北
圏
域
）

第
1
回
：
平
成
30
年
10
月
15
日（
月
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
　
大
会
議
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
10
月
10
日
ま
で

第
2
回
：
平
成
30
年
10
月
30
日（
火
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階
　
学
習
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
10
月
25
日
ま
で

第
3
回
：
平
成
30
年
11
月
10
日（
土
曜
日
）

　
　
　�

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　�

松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

�

す
ず
の
音
ホ
ー
ル
2
階
　
研
修
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
30
年
11
月
5
日
ま
で

第
4
回
：
平
成
31
年
1
月
22
日（
火
曜
日
）

　
　
　�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
　
大
会
議
室

　
　
　�

申
込
締
切
：
平
成
31
年
1
月
17
日
ま
で

・
内
容

（
1
）聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
、ろ
う
者
の
体
験
談

（
2
）簡
単
な
手
話
を
覚
え
よ
う（
あ
い
さ
つ
、会
話
）

　
　
・
参
加
費
：
無
料

　
　
・�

参
加
資
格
：
手
話
に
興
味
の
あ
る
人（
小
学
生
の

お
子
様
は
保
護
者
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

　
　
・
定
員
：
概
ね
20
名（
申
込
順
）　

　
　
　※
開
催
場
所
に
よ
り
変
動
有

　
　
・
申
込
方
法
：�

　
　��

役
場
健
康
福
祉
課
及
び
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
窓
口
に
備
付
け
の「
参
加
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、電
話
、F
A
X
、メ
ー
ル
又

は
郵
送
に
て
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
福
祉
係（
山
﨑
・
太
田
）

〒
3
9
8
‐
8
6
0
2
大
町
市
大
町
1
0
5
8
‐
2

大
町
合
同
庁
舎
内

T
E
L
：
２
３
‐
6
5
0
8（
直
通
）

F
A
X
：
２
３
‐
6
5
0
9

E-m
ail

：om
achiho-fukushi@

pref.nagano.lg.jp

左
記
の
日
程
に
お
い
て
、秋
の
献
血
を
実
施
致
し

ま
す
。

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
為
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
血
液
は
、ま
だ
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
血
液
は
生
き
た
細
胞
で
、長
い
期

間
に
わ
た
り
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要

な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て
お
く
に
は
、

絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、一
人
ひ
と
り
の
血
液
は
同
じ
血
液
型
で

も
微
妙
に
違
う
た
め
、複
数
の
献
血
者
の
血
液
を
合

わ
せ
て
輸
血
す
る
ほ
ど
、患
者
さ
ん
の
負
担
が
重
く

な
り
ま
す
。

2
0
0
ml
献
血
の
必
要
量
は
す
で
に
足
り
て
い

る
た
め
、献
血
車
で
の
献
血
は
4
0
0
ml
献
血
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。（
体
重
50
㎏
以
下
の
方
は
献

血
車
で
の
献
血
が
で
き
ま
せ
ん
）

状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、一
人
で
も
多
く
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
30
年
10
月
31
日（
水
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
45
分

　
　
　
　
午
後
1
時
00
分
か
ら
午
後
2
時
00
分

場
　
所
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階

県
民
向
け
手
話
講
座（
入
門
編
）を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
献
血
の
お
知
ら
せ
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〈 

認
知
症
講
演
会
を
開
催
し
ま
す 

〉

こ
こ
数
年
、認
知
症
に
つ
い
て
は
、新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
て
お
り
、認
知
症
予
防
、地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
必
要
性
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

認
知
症
は
進
行
性
の
疾
患
の
た
め
、気
づ
か
ず
放
置
す
る
と
、ど
ん
ど
ん

症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
、認
知
症
を
完
治
さ
せ
る
薬
や
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、生
活
習

慣
病
と
同
じ
よ
う
に
早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、病
気
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
4
月
よ
り
認
知
症
の
症
状
等
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
ご
家
族

に
対
し
て
早
期
に
関
わ
り
、適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
繋
が

る
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
認
知
症
専
門
の
医
師
と
専
門
知
識
を
持
っ
た
看
護
師
等
で
支
援
し

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
主
催
で
講
演

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
！？
認
知
症
予
防
と
地
域
づ
く

り
」を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
で
す
。
自
分
が
、家
族
が
、近
所
の
方
が
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、認
知
症
予
防
、地
域
づ
く
り
等
初

め
て
の
方
で
も
学
び
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
開
催
概
要

　
講
演
名
：
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
！？�

認
知
症
予
防
と
地
域
づ
く
り

　
講
　
師
：市
立
大
町
総
合
病
院
　
内
科
　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
　
金
子
一
明
先
生

　
日
　
時
：
平
成
30
年
10
月
16
日（
火
曜
日
）

　
時
　
間
：
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

　
場
　
所
：
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階
　
学
習
室

自
立
支
援
協
議
会
　
当
事
者
部
会
で
は
、左
記
の
と
お
り
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

⒈�

公
募
人
数
：
若
干
名

⒉�

募
集
期
間
：
平
成
30
年
10
月
1
日（
月
曜
日
）〜
平
成
30
年
11
月
30
日（
金
曜
日
）

⒊�

任
期
：
平
成
31
年
1
月
11
日（
金
曜
日
）〜
2
年
間

⒋��

公
募
委
員
の
役
割
：
年
に
3
回
程
度
開
催
さ
れ
る
当
事
者
部
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、大
北
圏
域
の
障
が
い
者
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て
、検
討
協
議
し
、実
務
担
当
者
部

会
及
び
自
立
支
援
協
議
会
へ
意
見
を
提
案
し
ま
す
。ま
た
、実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、

必
要
に
応
じ
て
視
察
や
そ
の
他
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

⒌�

応
募
の
要
件
及
び
審
査

�

　
●��

応
募
で
き
る
の
は
、各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
20
歳
以
上
の
方
、及
び
そ
の
ご

家
族
で
す
。

�

　
●��

応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ラ
ム
・

ネ
ッ
ト
」に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。郵
送
い
た
し
ま
す
。

�

　
●��

用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、必
要
事
項
を
記
入
し
、F
A
X
、メ
ー
ル
又
は
郵
送
に
て
大

北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ラ
ム・ネ
ッ
ト
」に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

　
●��

審
査
は
自
立
支
援
協
議
会
会
長
、当
事
者
部
会
長
で
行
い
ま
す
。

⒍�

決
定
の
通
知
：
12
月
12
日（
水
曜
日
）頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
　
※
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
、全
員
に
事
務
局
か
ら
連
絡
い
た
し
ま
す
。

⒎��
報
酬
及
び
交
通
費
：
現
在
の
と
こ
ろ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。実
務

担
当
者
部
会
で
検
討
中
で
す
。

　詳
細
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　�

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」（
大
北
圏
域
障
害
保

健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
　
事
務
局
）（
担
当
：
安
藤
・
松
井
）

　
　
〒
3
9
8
‐
0
0
0
2

　
大
町
市
大
町
1
1
2
9
番
地

　
　
T
E
L
：
２
６
‐
3
8
5
5

　
F
A
X
：
２
６
‐
3
8
5
6

　
　E-m

ail

：sukuram
ujp@

om
achishakyo.org

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：72-6667

　お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：85-0713

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

大
北
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会

当
事
者
部
会
　
公
募
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

自立支援協議会とは？
地域の障がい福祉のシステムづくりに関し、中核的な役割を担っています。情報発信機能、地域のネットワーク作りなどの調
整機能、地域資源の開発機能、など6つの役割があります。
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特定健診 
健康福祉課

Vol.83白 馬 村 の 健 康
　
今
月
号
で
は
、3
つ
目
の
理
念「
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
高
齢
者
や

子
ど
も
連
れ
の
方
な
ど
す
べ
て
の
人
が
使
い

や
す
く
整
備
さ
れ
、利
用
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

に
基
づ
い
て
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、当
事
者・家
族
の
高
齢
化
に
伴
い
、判

断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
人
の
権
利
を
守
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
及
び
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン（
※
）の
考
え
方
に
基
づ
き
、障
が
い
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
啓
発・広
報
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

　
社
会
的
包
括
の
考
え
方
で
あ
り
、す
べ
て

の
人
間
は
異
な
っ
た
部
分
が
あ
り
、そ
の
差

異
や
多
様
性
を
認
め
合
い
地
域
全
体
で
包
み

込
み
支
え
合
う
と
い
う
、互
助
の
精
神
に
基

づ
く
考
え
方
で
す
。

（
1
）人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

①�

施
設
、情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

・�

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、障
が
い
の
あ
る
人

や
高
齢
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う

な
配
慮
、措
置
を
図
る
必
要
が
あ
り
、既
存

の
施
設
に
つ
い
て
は
段
階
的
な
改
善
に
努

め
ま
す
。

・�

障
が
い
の
状
況
に
応
じ
た
情
報
支
援
の
た

め
に
、情
報
機
器
を
活
用
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・�

行
政
等
か
ら
の
情
報
提
供
の
際
に
は
、個
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
方
法
で
の
提
供
体
制（
郵

送
、窓
口
、メ
ー
ル
等
）の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　②�

住
宅
、入
居
支
援
体
制
、移
動
・
交
通
対
策

の
充
実

・�

一
般
住
宅
等
で
の
自
立
し
た
生
活
を
希
望

し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、相
談

支
援
事
業
所
を
活
用
、連
携
強
化
し
な
が
ら
、

日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
包
括
的
な
支
援

を
行
い
、居
住
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

・�「
生
活
福
祉
資
金
」や「
障
が
い
者
に
や
さ
し

い
住
宅
改
修
」等
の
各
制
度
の
円
滑
な
実
施

に
努
め
ま
す
。

・�
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度（
※
）

の
普
及
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、公
共
施
設

に
お
け
る
車
い
す
使
用
車
両
等
の
駐
車
場

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

※
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

　
長
野
県
に
お
い
て
、平
成
28
年
4
月
20
日

か
ら
開
始
し
た
制
度
で
す
。こ
の
制
度
は
、障

が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
移
動
に
配
慮

を
要
す
る
方
々
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、県

内
共
通
の
利
用
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

③�

緊
急
時
等
の
安
全
対
策
と
防
犯
・
防
災
対

策
の
推
進

　
　

・�

地
域
の
見
守
り
活
動
の
強
化
と
、地
域
住
民

や
障
が
い
の
あ
る
人
同
士
で
助
け
あ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、災
害
時
住
民
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
の
整
備
、充
実
に
努
め
ま
す
。

・�

災
害
時
等
に
何
ら
か
の
助
け
を
必
要
と
す

る
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
避
難
行
動
要

支
援
者
を
把
握
す
る
た
め
の
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
整
備
と
、名
簿
を
活
用
し
た

民
生
児
童
委
員
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

と
協
力
し
た
支
援
体
制
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

（
2
）権
利
擁
護
と
差
別
解
消
の
推
進

・�

人
権
擁
護
、教
育
、医
療
、福
祉
、労
働
な
ど

の
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民
組
織
や
企
業
、

事
業
主
と
連
携
を
強
化
し
て
、障
が
い
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
、権
利
擁
護
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

・�

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
虐
待
の
防
止

に
つ
い
て
、村
民
や
事
業
者
へ
の
周
知
・
啓

発
に
努
め
ま
す
。ま
た
、虐
待
の
通
報
に
あ

た
っ
て
は
、関
係
機
関
と
と
も
に
状
況
等
を

把
握
の
う
え
、緊
急
性
や
事
由
に
応
じ
適
切

に
対
応
し
ま
す
。

・�

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
き
、行
政
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
社

会
的
障
壁
の
除
去
、必
要
か
つ
合
理
的
な
配

慮（
合
理
的
配
慮
）（
※
）の
提
供
を
徹
底
し

ま
す
。

※
合
理
的
な
配
慮（
合
理
的
配
慮
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
他
の
者
と
の
平
等
を

基
礎
と
し
て
、全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自

由
を
享
有
し
、又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調

整
で
あ
っ
て
、特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、か
つ
、均
衡
を
失
し

た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
。

☆�

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座（
障
が
い
に
関
す
る

マ
ー
ク
）

○
聴
覚
障
害
者
標
識（
聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク
）

　
聴
覚
障
が
い
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免
許

に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が

運
転
す
る
車
に
表
示
す
る
マ
ー

ク
で
あ
り
、マ
ー
ク
の
表
示
に
つ

い
て
は
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
危
険
防
止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を

除
き
、こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
車
に
幅
寄
せ

や
割
り
込
み
を
行
っ
た
運
転
者
は
、道
路
交

通
法
の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

○
ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
啓
発
の
た
め
の

マ
ー
ク
で
す
。

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
と
は
、盲
導
犬
、介
助

犬
、聴
導
犬
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。身
体
障
害

者
補
助
犬
法
で
は
、公
共
の
施
設
や
交
通
機

関
は
も
ち
ろ
ん
、デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
、ホ

テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
民
間
施
設
に
お

い
て
も
、身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が
身
体
障

害
者
補
助
犬
を
同
伴
す
る
の
を
受
け
入
れ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。補
助
犬
を
同
伴
す
る
こ

と
の
み
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
む

こ
と
は
障
が
い
者
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

　
補
助
犬
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。体

の
不
自
由
な
方
の
、体
の
一
部
と
な
っ
て
働

い
て
い
ま
す
。社
会
の
マ
ナ
ー
も
訓
練
さ
れ
、

衛
生
面
で
も
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
補
助
犬
を
同
伴
し
て
い
て
も
使
用
者
へ
の

援
助
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。使
用
者
が
困
っ
て
い
る
様
子

を
見
か
け
た
ら
、積
極
的
に
お
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
次
回
：
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
電
話
：
８
５
‐
0
7
1
3

【 

障
害
者
計
画
っ
て
何
！？
　
№o4 

】

障がい福祉ってなんだろうNo.18シリーズ
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特定健診 
健康福祉課

Vol.83白 馬 村 の 健 康

知りたくなったら健診へ！自分のからだのコト…知りたくない？

白馬村では平成30年も特定健診・各種がん検診を行っております。

今
回
は
糖
尿
病
の
3
大
合
併
症
の
1
つ

「
糖
尿
病
性
網
膜
症
」に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
糖
尿
病
性
網
膜
症
は
、腎
症
・
神
経
症
と

と
も
に
糖
尿
病
の
3
大
合
併
症
の
ひ
と
つ
で
、

国
内
で
は
成
人
の
失
明
原
因
の
上
位
に
位

置
し
ま
す
。

目（
眼
球
）は
カ
メ
ラ
に
例
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、水
晶
体
は
レ
ン
ズ
、虹
彩

が
絞
り
、そ
し
て
網
膜
は
フ
ィ
ル
ム
に
当
た

り
ま
す
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム（
網
膜
）は
そ
の
機
能
を
保

つ
為
に
非
常
に
細
か
い
血
管
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
て
、十
分
な
酸
素
や
養
分
が
行
き
渡

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
…

高
血
糖
や
、血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
悪

い
状
態
が
続
く
と
網
膜
の
血
管
が
傷
害
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
出
血
し
た
り

血
管
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

網
膜
は
酸
素
や
養
分
不
足
と
な
り
、ひ
ど
く

な
る
と
硝
子
体
出
血
や
網
膜
剥
離
を
起

こ
し
て
失
明
に
至
り
ま
す
。

網
膜
症
は
糖
尿
病
発
症
か
ら
数
年
又
は
10

年
以
上
過
ぎ
て
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
発
症
し
、

こ
の
間
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
な
く
進
行

し
ま
す
。
そ
し
て
、自
覚
症
状
が
あ
っ
た

時
に
は
す
で
に
取
り
返
し
が
つ
か
な
く

な
っ
た
段
階
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

今回のテーマ「糖尿病性網膜症って？」

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：85-0713

また高血圧も網膜血管の動脈硬化を起こし、出血などの原因になります。血糖・血圧コントロールはもちろん
のこと、定期的な眼底検査は網膜症を起こさない、または起きてしまっても進行させないために必要ですね。

＜糖尿病性網膜症によって起こる症状の例＞

血糖が高いと診断されたら確認してみましょう。
□視力が低下してきた
□視界がぼやける
□目の前に墨を流したような黒いものが下りてくる
□視界にカーテンをかけたような陰りが出る
□目の前に黒い虫のようなものがちらつく（飛蚊症）
□ものがゆがんで見える（変視症）
※一つでも該当があればかかりつけ医に相談してみましょう。
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◆
祝
　
成
人

８
月
15
日（
水
曜
日
）

に
白
馬
村
成
人
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
成

人
を
迎
え
る
94
名
の
新

成
人
を
代
表
し
、
松
沢

貴
仁
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

の
感
謝
の
気
持
ち
と
こ

れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い

て
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
当
日
は
な
つ

か
し
い
旧
友
や
恩
師
と

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

会
場
は
大
き
な
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ウ
イ
ン
グ
21
芸
術
文
化
シ

リ
ー
ズ
実
行
委
員
会
で
は
デ

フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ

と
み
に
よ
る
人
形
劇「
河
の

童わ
っ
ぱ」公

演
を
行
い
ま
す
。
デ

フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ

と
み
は
ろ
う
者
と
聴
者
が
共

に
創
作
〜
公
演
活
動
を
行
う

人
形
劇
団
で
す
。「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」で
お

な
じ
み
の
人
形
劇
団
ひ
と
み

座
を
母
体
に
1
9
8
0
年
に

結
成
し
ま
し
た
。
大
勢
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆ 

デ
フ・パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー・ひ
と
み

　
人
形
劇「
河
の
童わ

っ
ぱ

」公
演
の
お
知
ら
せ

はくば9月.indd   20 H30/09/10   10:21
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日
　
　
時
：�

平
成
30
年
9
月
30
日（
日
曜
日
）

　
　
　
　�

午
後
1
時
30
分
開
場
、午
後
2
時
開
演

会
　
　
場
：
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
：
一
　
般
　
　
　
2
，0
0
0
円

　
　
　�

　�

高
校
生
　
　
　
1
，0
0
0
円

　
　
　�

　�

中
学
生
以
下
　�

　
5
0
0
円

　
　
　�

　�

友
の
会
会
員
　
1
，5
0
0
円

（
当
日
券
は
友
の
会
会
員
以
外
は
2
0
0
円
増
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
：�

白
馬
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　�

ウ
イ
ン
グ
21

　
　
　
　
　
　�

道
の
駅
白
馬

　
　
　
　
　
　�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
ピ
ア

　
　
　
　
　
　�

太
田
薬
局

　
　
　
　
　
　�

明
寿
堂

　
　
　
　
　
　�

喫
茶
店
ぷ
ぅ

　
　
　
　
　
　�

北
村
時
計
店（
小
谷
）

　
　
　
　
　
　�

大
町
市
文
化
会
館

◆
第
2
回
　
古
文
書
講
座

　
〜
白
馬
の
歴
史
〜

平
成
26
年
11
月
22
日
に
起
こ
っ
た
神
城
断

層
地
震
で
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
古
文
書
を
使
っ

て
、白
馬
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
し
ょ
う
。
江
戸

時
代
の
生
活
の
様
子
を
伝
え
る
多
く
の
史
料

は『
崩
し
字
』と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
文
字

で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、慣
れ
る
と
誰
で
も
読

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
代
表
的
な
古
文
書
を

読
み
、白
馬
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

日
　
　
時
：
平
成
30
年
10
月
6
日（
土
曜
日
）

�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
　
　
所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階�

学
習
室

受
講
料
：
5
0
0
円

お
申
込
み
：
白
馬
村
公
民
館
窓
口
も
し
く
は

�

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

�

（
電
話
番
号
８
５
‐
0
7
2
6
）

◆ 

第
18
回
白
馬
村
青
少
年

　
育
成
村
民
大
会
の
お
知
ら
せ

村
民
の
青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る
意
識

の
一
層
の
高
揚
を
図
り
、「
地
域
の
青
少
年
は

地
域
で
育
て
よ
う
」を
合
言
葉
に
、家
庭
・
学

校
・
職
場
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
村
民
総
ぐ

る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、左
記
の
日
程
で「
第
18
回
白
馬
村
青
少

年
育
成
村
民
大
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
：
平
成
30
年
10
月
20
日（
土
曜
日
）

�

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

�

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

会
　
場
：
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容
：
中
学
生
に
よ
る
意
見
文
発
表

�
�

公
演「
平
和
と
歌
の
語
り
」（
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
：
清
水
ま
な
ぶ
氏
）

◆
第
48
回

　
白
馬
村
文
化
祭
の
ご
案
内

今
年
も
11
月
2
日（
金
曜
日
）〜
4
日（
日
曜

日
）の
3
日
間
、ウ
イ
ン
グ
21
で
白
馬
の
秋
の

風
物
詩
で
あ
る
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年

も
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
、姉
妹
都
市
の
静
岡

県
河
津
町
、和
歌
山
県
太
地
町
を
は
じ
め
と
す

る
出
店
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
2
日（
金
曜
日
）は
教
育
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画「
M
o
s
t�

L
i
k
e
l
y�

T
o�

S
u
c
c
e
e
d
」の
上
映
会
、11
月
3
日（
土

曜
日
）は
踊
り
の
発
表
会
、11
月
4
日（
日
曜
日
）

は
音
楽
の
発
表
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
、同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

を
通
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
、積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出
演
や
出
展
、出
店
の
お
申
込
み
方
法
は
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
白
馬
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き

F
A
X
で
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、白
馬
村
公

民
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
ま

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

F
A
X
番
号
：
８
５
‐
0
7
2
3

申
込
み
締
め
切
り
：�

平
成
30
年
9
月
27
日（
木
曜
日
）ま
で
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図書館だより
No.202

平成30年9月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

3
館報はくば　Vol.487

ふるさと再生　日本の昔ばなし　「かぐや姫」ほか ふるさと再生　日本の昔ばなし　「こぶとり爺さん」ほか
ふるさと再生　日本の昔ばなし　「金太郎」ほか ふるさと再生　日本の昔ばなし　「わらしべ長者」ほか
ふるさと再生　日本の昔ばなし　「おむすびころりん」ほか ふるさと再生　日本の昔ばなし　「姥捨て山」ほか
ふるさと再生　日本の昔ばなし　「浦島太郎」ほか ふるさと再生　日本の昔ばなし　「一寸法師」ほか
「山月記」中島　敦／著 金子みすゞベスト「星とたんぽぽ」

【 ＤＶＤ・朗読ＣＤ 】

ＤＶＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます。（図書とあわせて一人１０点まで）
お借りになりたい作品と、図書館の利用者カードをカウンターまでお持ちください。

書　　名 著者名 分類
ホーキング未来を拓く101の言葉 桝本　誠二 289ホ
いじめで死なせない　子どもの命を救う大人の気づきと言葉 岸田　雪子 371キ
HSCの子育てハッピーアドバイス　HSC=ひといちばい敏感な子 明橋　大二 379ア

「脱水症」と「経口補水液」のすべてがわかる本 谷口　英喜 493タ
誰も教えてくれない田舎暮らしの教科書 清泉　亮 611セ
はじめてのひらがな・カタカナ　Let's Explore HIRAGANA&KATAKANA
：A Picture Tour of the Japanese Alphabet ブレット・メイヤー 810M
ファーストラヴ 島本　理生 Fシ
送り火 高橋　弘希 Fタ
雨降る森の犬 馳　星周 Fハ
レジェンダリー　魔鏡の聖少女 ステファニー・ガーバー 933ガ

【 一般 】

おかしになりたいピーマン

みえるとかみえないとか

うみまだかな

ピエールくんは黒がすき！

みんな、ピーマンが好きになぁれ。み
んなにおいしく食べてもらいたいピー
マンは、お菓子になることにしました。

おなじところ、ちがうところを、かんが
える絵本

かぞくで海へおでかけ。なのに、
あっという間にどしゃぶりに。ご
きげんナナメのぼくは…。

黒はこわい色だと思っているピエール。
パパは黒い色の不思議を教えてくれまし
た。

岩神　愛〔作・絵〕
分類　Ｅイ

ヨシタケシンスケ〔作〕
分類　Ｅヨ

うちむら　たかし〔さく〕
分類　Ｅウ

ローランス・ル・ショー〔絵〕
分類　Ｅル

書　　名 著者名 分類
大人になってこまらないマンガで身につく勉強が楽しくなるコツ 金子　大輔〔監修〕 375オ
ダンボールで作る楽しい自販機&ガチャ 大野　萌菜美〔監修〕 754ダ
ガムじいさん、あんたサイアクだよ! アンディ・スタントン 933ス

【 児童 】

月 火 水 木 金 土 日
  9月17日   9月18日   9月19日   9月20日   9月21日   9月22日   9月23日
  9月24日   9月25日   9月26日   9月27日   9月28日   9月29日   9月30日
10月  1日 10月  2日 10月  3日 10月  4日 10月  5日 10月  6日 10月  7日
10月  8日 10月  9日 10月10日 10月11日 10月12日 10月13日 10月14日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

―新着案内―
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9～ 1 0月　保健ガイド

毎週月曜日
9 :30〜12:00

13:30〜16:00

毎週火・水・木曜日 13:30〜16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日

0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30〜12:00 

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日

北部地区
（白馬・小谷）

大町市内
南部地区

（池田・松川）
歯　　　科

白馬村内薬局当
番店

  9月23日 日 栗田医院 遠藤内科医院 西森整形外科 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 -
  9月24日 月 しんたにクリニック 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 太田医院 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 -
  9月30日 日 小谷村診療所 菊地クリニック あづみ病院 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 -
10月  7日 日 横沢医院 小野医院 松本クリニック 市立大町総合病院 大町市 22-0145 -
10月  8日 月 白馬診療所 平林医院 吉村医院 平林歯科医院 大町市 22-1149 フジノヤ薬局
10月14日 日 栗田医院 野村クリニック あづみ病院 いとう歯科医院 松川村 62-8880 太田薬局
10月21日 日 神城醫院 横澤内科医院 はーぶの里診療所 横澤歯科医院 大町市 22-1343 フジノヤ薬局
10月28日 日 しんたにクリニック 市立大町総合病院 平林ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ にこにこデンタルクリニック 大町市 23-5612 フジノヤ薬局

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

10月10日（水） 13：00〜15：00 ふれあいセンター２階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
◆弁護士無料法律相談（予約制）

開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

11月14日（水） 13：00〜15：00 ふれあいセンター２階
ボランティアルーム 宮井　麻由子　弁護士 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

9月19日(水) 3歳健診 13:00〜13:15 H27年7月〜9月19日生
9月26日(水) 7ヵ月もぐもぐの日  9:45〜10:00 H30年1月生
9月27日(木) 2ヵ月育児相談  9:30〜9:45 H30年7月生
10月2日(火) 乳児健診  9:15〜9:30 H30年5月生・H29年11月生
10月4日(木) 2歳相談  9:15〜9:30 H28年6月11日~7月生
10月29日(月) 2ヵ月育児相談  9:30〜9:45 H30年8月生
10月30日(火) 7ヵ月もぐもぐの日  9:45〜10:00 H30年2月〜3月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

 9月21日(金) 各種予防接種 13:00〜13:30
個別にご案内しています。10月 9日(火) 各種予防接種 13:00〜13:30

10月25日(木) 各種予防接種 13:00〜13:30

行事日程
月　日 行事名 対　象 開始時間

 9月26日（水） タッチケア②　
（ベビーマッサージのようなお子さんへの優しいタッチの仕方をおしえてもらいます） 0歳児 10:30〜

10月 1日（月）
＊月曜育児相談（観劇会がありますので、9：30から始めます）  9:30〜
ホーボーズパペットシアター　人形劇観劇会② 「へっこきあねさ」
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください

支援ルーム
利用の親子 10:30〜

10月 2日（火） 親子体操
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください 1歳児 10:30〜

10月 3日（水） マタニティー教室 ① 妊婦・夫 10:00〜

10月 4日（木） 大里安子先生のリズム遊び
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください

2.3歳児
（要申し込み）

10月 9日（火） おいしいものたべよの日 1歳児 11:20〜

10月11日（木） 親子体操
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせください 2.3歳児 10:30〜

10月15日（月） 月曜育児相談 10:30〜
おはなし会 11:00〜

10月17日（水） お昼会
※詳しくは、支援ルームへお問い合わせ下さい 0歳児 11:00〜

10月18日（木） お楽しみ日 2.3歳児 10:00〜
10月22日（月） ミニコンサート “音喜楽 Boys” 支援ルーム利用の親子 10:30〜
10月25日（水） おいしいものたべよの日 2.3歳児 11:20〜

＊10月1日（月）は観劇会がありますので、 月曜育児相談は9：30から始めます

18日〜翌月末までの予定を日付順に記載しています。
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人口：8,763 人　男：4,380 人　女：4,383 人　世帯：3,950 世帯
（平成 30 年 9 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

9
2018
vol.504

編集後記

今月の表紙はサマージャンプ大会の1日目、大会2連勝の小林陵侑選手がジャンプ台から飛び出した直後の写真です。
客席ジャンプ台側の中間位置から望遠レンズを覗くと、ジャンプ台スタートタワーのオリンピックマークが飛び出して
くる選手の背景となる、知る人ぞ知るジャンプ台の写真スポットです。
今年の大会は雨が降ったり止んだりと不安定な天候でしたが、大会関係者の皆さま、ご協力いただいた皆さま、本当
にお疲れ様でした。
� （広報編集担当：鷲澤）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海岸で実施
され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら70名を超
える人々が参加しました。東小学校では、子ども達の
地域の自然を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏
に今井浜海岸の清掃活動を行っています。縦割り班に
分かれた児童らは、大人達と協力しながら流木や海藻
などのごみを拾い集めました。約1時間に渡る活動の
結果、トラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収さ
れました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7月19日（水）から3日間、白馬北小学校の5年生
の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物
館見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での
買い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

竹灯篭で幻想的な空間
地域おこし協力隊による竹灯篭キャンドルナイトが

8月15日、栖足寺＝谷津＝で行われました。
１カ月かけて準備した約600個の竹灯篭やキャンド
ルが境内に並べられ、子どもからお年寄りまで多くの
人が訪れ、夏の夜を楽しんでいました。幻想的な空間
に、訪れた人たちからは「きれい」「私が書いた紙灯篭
があったよ」などの声が聞こえてきました。

～消防操法大会～
8月4日（土）和歌山県消防学校において、第27回和
歌山県ポンプ車操法大会が開催され、東牟婁郡を代表
して太地町消防団第4分団がポンプ車操法の部に出場
しました。大会当日は、炎天下の中での実施となりま
したが選手の皆さんは暑さに負けず素晴らしいポン
プ操法を披露し、訓練の成果を発揮しました。

境内に並べられたさまざまな模様の竹灯篭
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